
環 境

メッセージ　MESSAGE 列車運行の環境効率性

長期的で戦略的なビジョンをもって
環境負荷の低減に積極的に取り組みます。

東京メトログループは、地球環境保全を経営課題の一つと捉
え、低環境負荷型の交通機関である鉄道事業者として、２０２０年
度に向けた長期環境戦略「みんなでECO.」を策定し、長期的かつ
戦略的に、お客様や沿線地域とともに東京の環境負荷低減につ
ながる様々な取組を実施しています。
「環境」編では、それぞれの取組を「みんなでECO.」の３つの

テーマである「東京メトロ自らのエコ化」・「東京メトロを使ってエ
コ」・「沿線地域とエコ」に分類してご紹介するほか、東京メトログ
ループの環境マネジメントシステムについてご紹介します。

今年度は、中期経営計画期間に合わせた中期環境目標を設定
しました。COP21で採択されたパリ協
定の発効も視野に入れつつ、これまで
にも増して環境保全の取組を進め、東
京の環境改善に貢献してまいります。

▶リニューアルした南北線9000系

常務取締役
環境管理総括責任者

村尾 公一

2015年度の「車両走行キロ当たりの電車用電力使用量」
は、環境配慮型車両の導入の効果に加え、節電対策として
見直した車内空調の使用方法を継続した結果、基準年の
2009年度に比べ 2％の低減となりました。

車両走行キロ当たりの
　電車用電力使用量

車両走行キロ

1.96

（kWh/C・km）

0

200

400

600

0

2.5

2.0

570 575565 570
（百万kWh）

車両走行キロ当たりの
電車用電力使用量

電車用電力使用量

’09 ’15’13 ’14
（年度）

2.00 1.95

1.96

0

100

200

300 285 293288

’09 ’15’13 ’14
（年度）

293（百万C・km）

33 東京メトロ　社会環境報告書�2016


